
白糠・泊地先浅海漁場調査

担当者山形 実

I 目 的

最近， ゴシプ・ワカメ等の有用海主義の増殖を図るため，各地において岩礁爆破事業が実施され，

自糠・泊地先においても，それぞれ昭和 35年および 36年から， との事業が毎年実施きれてきた。

しかし，白糠においては，岩礁爆破事業はアワビ・タナゴ等に害があり，効果も挙らないので，中

止すべきであるという漁業者の意見もあり，特にこの両地区は石灰藻が多し この対策としてこの

事業がおとなわれるので本事業の実施状況およびその効粟を調査し，あわせて昭如 39年度実施予

定事業の実施適否について検討した。

証調査の方法

1.期!理

昭和 39年 6月30日- 7J:H日

過去の事業実施状況および効果は，事業実施者である組合理事・磯員および漁民から間取り調

査した。

昭和 38年度白糠地先で実施した分については 7月 1日鳴ガj スで観察した。

価調査結果

1. 白様・治両地先の場境

自様の北側および泊の南側は砂浜であるが，両部潜:のt!fti土海浮まで断主撃が迫り，海岸から水深

3 0 1且"'401且まで岩盤が露出している。この岩盤は同地区の陸上のものと同質で，主として安

山岩塊を含有する黒色の玄武岩を主体とした築士宅岩である。白擦の北寄りの岩舞および局地的な

小滞分比大時{じの場合諜砂により埋没することがあり，とのような場所は探砂が移動して岩盤

が落出した場合， コンブがよ〈繁茂するというととである。しかし，大部分の広大な岩盤は謀説、

の影響なし昭和初年北海道駒ケ母噴火後の機焼け以来ゴンブが繁茂しないそうである。

水系は対馬暖流系であるが，親潮混合水の影響もかなり受けるものとみられる。太平洋にまと

もに面しているので，東寄りの風浪および機波の影響が大きい。この iぞめ，岩幣上には遊離岩石

があまり見当らない。気象-海象の影響を特に大きく受ける場所である。

有用海語表では， ヲシプは白糠中学校J2j_北の岩君主および極〈小範閥であるが泊地先のワンリ・ ν
マゴリに繁茂している。ワカメは漸深帯浅所の岩明書に，またチガイソも同じととろに生えている。

潮閣議にはフノリ・イワノリが生えている。や』深みの岩面には有用海議は殆んど生えでなく，

至るところ無節サンゴモの死骸さお』われ，白色を呈していた。

2. 過去の岩礁爆破事業実施状況およびその効果

間取り調査により，過去の事業実施状況およびその効果は，ほ Y次のとおりであることが分っ

た。間取り対象者は組合職員・役員および漁民である。
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fjモの小奈落がところどころに免られた。

同乗した漁業者の話;てと，観主与した場所一等は例年7カメ繁rJと土佐f そうで， 今年ーのようなこと

は今までなかったそうである。

3. ci(j和 39年度実施予定地

白棟地区 ナギナキ北側の浅月Ir 水凍 u ~ -3 'n 

泊地区 コクトジヨウ に~:;~ 0 ~乙叩 2 立、

同地!亥ともワカメが対象で，従来の併IJからみて.活みの場所は議焼け等のだ占ら足立演がよくな
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いので，今年度は思いきって浅所を爆破するという。

4. コシプとワカメの水揚量

両地区のコンブとカカメの累年水揚量は，次表のとおりである。

コソブ

年

白線

泊

ワカメ

年

上表によれば，

il) コンブ.水揚量の年変動がかなり大きい。

¥2) .3 9年はワカメが著しく減産した。

(3) コン'プヌ']¥揚弐は両地区間でかなり差がある。とれはコンブ生育面積の広狭によるものである。

W 考 察

岩礁爆破の目的は，宵羽海語表の繁殖する地盤を造成することで35る3 自然のま hでは有用海話集の

繁緒不良な地殻を改良して，繁殖面樟を増やすことに外なんない。ちょうど田畑の開墾と同じであ

る。岩嘆によってより大きな効果会挙げるためには， 上1)広い面積を造成rる必要がある。

今回調査して先ず感じたととは，数 1 0万円を投じて議破し，造成した;荷積が，天然漁場におい

てゆ.々たる面積でしかないことである。

したがって，岩爆地によく有用海採が繁茂したとしても，その地区全体の7]<.湯量に大きく影響及

ぼすととはないだろう。

海兵の繁殖のためには，胞子の着生を良くするための地挫の改良の外に，光線・水温・水質・水

の流動等人為的にどうにもならない重要な諸条件がある。思うに過去数ヶ年宕爆を実施しながら，

昭和 35年だけ成績が良好で，以後不良であったことは，後者の諸条件のよしあしによるものと思

われる。

岩場が地盤の改良に役立つのは，岩礁の深度変更による宥用海正案の痩息帯の増加もあるカち主と

して新岩面を露出させることによって，有用i海主義の胞子の着生を妨害する無節サy ゴその死骸を破

砕された岩とともに取除くことにあると思われる。コンプやワカメは新岩面に着生しやすいため，

岩爆はとれらの増殖に役立つ。しかし，同時に無節サンゴモも新岩面に着生しやすい海謀であ与。

しかも岩肌をはって繁殖し，やがて岩肌をお』ってしまう。そしてやがては袋境悪化に遭遇し，石

灰質のタE号室を残すこと hなり，有用海凍の着生・!生育を妨害し，議焼け状態を長期閣に亘り持続す

ると』となるo 現に昨年実施したところは，完全にi議焼け状態であった。議焼けは規模の大小はあ

れ， ときどき起っているものと思われる。
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海集繁殖の条件として，地盤・光線・水温・水質および水の流動等既述したところであるが，地

樫以外の諸条件はその年々により種々異なるものであり，短期間の変化の激しいものである。まだ

これらは天然漁場において，人為的にどうにもならないものであるが，悪化しても一時的なもので

あり，自然に良くなるものです、る。い hかえれば好条件と悪条件とはくりかえされている筈である。

一方油精は他の条件よりは大分持続的で坦 -J11悪'(l←れ'I，復元までには普通長時日を要するも

のである。また，天然漁場における海保除去の諸条件ιι うち，人為的に改良できるものは，今のと

ころ地盤位のものである。

したがって，岩爆により改良できそ}，.rまはわずかなものであれ，また，時日の緩過とともに植物

相が選終して必ずしも有用海在来の繁:うが期待し得なくなるとしても，現に白様・治両地先が深刻な

げ明(j・に~舞われ，地盤の改良が急援であることを患、えば， 同地先において岩礁爆破事業を実施す

ることは無意宋でないと思う。

なお，今年度の実施予定地が特に不適地であるという理由は，今回の調査からは見出せなかった。

爆破予定地が，白療・泊とも浅所で， ワカメの棲息帯に当っており，一応適地とみて差支えないも

のと思われる。今年のヲカメの成熟は例年より著しく遅わしており， したがって旭子放出も例年より

遅れるものと思われるが，事業実施は 7}3-8月が適期と考えられる。
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